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１
　
浜
松
市
楽
器
博
物
館
所
蔵
の
　
　
　
　
　
　
歴
史
的
ピ
ア
ノ
（
Ｋ
‐
〇
〇
一
〇
）
現
況
調
査
報
告
１ 
― 
１
　
調
査
の
方
法
　
世
界
に
現
存
す
る
グ
ラ
ー
フ
作
ピ
ア
ノ
の
最
も
包
括
的
な
調
査
書
と
考
え
ら
れ
る
ワ
イ
ズ D
eborah W
ythe 
著
「C
onrad G
raf (1
7
8
2
-1
8
5
1
), Im
-
perial C
ourt fortepiano m
aker in V
ienna (V
olum
es I and II) 
」
（
一
九
九
〇
）
と
照
合
し
な
が
ら
、
本
楽
器
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
と
製
作
年
代
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
１ 
― 
２
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
　
右
記
文
献
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
グ
ラ
ー
フ
作
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
現
存
楽
器
の
仕
様
と
、
本
楽
器
の
そ
れ
と
を
照
合
し
て
、
本
楽
器
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
１
‐
２
‐
１
　
製
作
者
を
示
す
マ
ー
ク
、
ラ
ベ
ル
等
　
本
楽
器
に
は
グ
ラ
ー
フ
が
製
作
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
明
確
な
マ
ー
ク
が
存
在
し
な
い
。
①
　
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
は
制
作
番
号
（O
pus
）
が
無
い
。
②
　
響
板
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
は
全
て
修
復
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
貼
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ラ
ベ
ル
が
存
在
し
な
い
。
③
　
鍵
盤
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
示
す
マ
ー
ク
、
文
字
な
ど
が
存
在
し
な
い
。
１
‐
２
‐
２
　
ベ
ン
ト
サ
イ
ド
‐
チ
ー
ク
の
形
状
　
本
楽
器
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル
ベ
ン
ト
サ
イ
ド
様
式
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
現
存
例
は
ほ
か
に
存
在
し
な
い
。
小
岩
　
信
治
文
化
政
策
学
部
芸
術
文
化
学
科
　
平
野
　
　
昭
文
化
政
策
学
部
芸
術
文
化
学
科
中
山
　
　
真
調
律
師
ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
　
グ
ラ
ー
フ
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
「
室
内
楽
演
奏
会
３
」
で
使
用
さ
れ
た
歴
史
的
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
　「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
室
内
楽
演
奏
会
３
」で
用
い
ら
れ
た
、浜
松
市
楽
器
博
物
館
所
蔵
の
歴
史
的
ピ
ア
ノ
（
Ｋ
‐
〇
〇
一
〇
）
は
、
一
八
一
九
〜
二
〇
年
に
ヴ
ィ
ー
ン
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
ラ
ー
フ
が
制
作
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
演
奏
お
よ
び
そ
の
録
音
の
収
録
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
現
況
調
査
か
ら
は
、
グ
ラ
ー
フ
作
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
他
の
楽
器
の
特
徴
を
、
こ
の
楽
器
が
必
ず
し
も
共
有
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
楽
器
の
場
合
、
グ
ラ
ー
フ
作
の
根
拠
と
な
り
得
る
の
は
、
事
実
上
鍵
盤
上
部
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
楽
器
を
直
ち
に
偽
作
と
断
じ
る
こ
と
は
早
急
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
グ
ラ
ー
フ
作
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
の
彼
自
身
の
参
与
が
不
確
定
な
楽
器
と
し
て
、「
伝
グ
ラ
ー
フ
」と
表
示
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
　
浜
松
市
楽
器
博
物
館
、
第
一
生
命
ホ
ー
ル
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
が
連
携
し
て
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
か
ら
行
わ
れ
た
「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
室
内
楽
演
奏
会
」
は
、
第
三
年
度
の
「
ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
　
愛
、
輝
き
と
優
し
さ
　
グ
ラ
ー
フ
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
」
を
も
っ
て
、
予
定
さ
れ
た
三
年
間
の
演
奏
会
を
終
了
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
浜
松
市
楽
器
博
物
館
が
所
蔵
す
る
歴
史
的
ピ
ア
ノ
（
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
）
を
使
用
し
た
。
今
回
の
楽
器
は
、
一
九
世
紀
に
ヴ
ィ
ー
ン
で
活
躍
し
た
ピ
ア
ノ
製
作
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
ラ
ー
フ
（
一
七
八
二
〜
一
八
五
一
）
作
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
一
八
一
九
〜
二
〇
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
浜
松
と
東
京
で
行
わ
れ
た
演
奏
会
の
概
要
と
と
も
に
、
今
回
の
演
奏
お
よ
び
そ
の
録
音
の
収
録
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
使
用
楽
器
の
現
況
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
は
演
奏
会
監
修
者
と
と
も
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
演
奏
会
で
ピ
ア
ノ
の
調
整
・
調
律
を
担
当
し
た
中
山
真
が
あ
た
っ
た
。
静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.9　2008   144
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
１
‐
２
‐
３
　
駒
の
分
割
の
有
無
　
本
楽
器
の
音
域
（C
C
-g
4
）
を
備
え
た
楽
器
で
本
楽
器
の
様
に
駒
が
分
割
さ
れ
て
い
な
い
例
は
、
ほ
か
に
存
在
し
な
い
。
　
以
上
の
点
か
ら
、本
楽
器
が
確
実
に
グ
ラ
ー
フ
作
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
　
な
お
、
現
在
の
本
楽
器
の
響
板
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
、
配
弦
仕
様
、
ペ
ダ
ル
機
構
及
び
鍵
盤
ア
ク
シ
ョ
ン
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
な
ど
に
は
明
ら
か
な
修
復
、
改
造
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。
　
先
述
の
ワ
イ
ズ
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
た
現
存
ピ
ア
ノ
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
グ
ラ
ー
フ
の
主
な
製
作
活
動
期
間
は
一
八
一
一
年
頃
か
ら
一
八
四
一
年
頃
ま
で
約
三
〇
年
間
に
わ
た
り
、
そ
の
間
、
時
代
が
下
る
に
従
い
、
音
域
が
広
が
り
、
張
力
を
高
く
し
、
ハ
ン
マ
ー
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
り
音
量
が
増
大
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
　
本
楽
器
が
、
前
の
所
有
者
で
あ
る
イ
ェ
ル
ク
・
デ
ム
ス
の
紹
介
す
る
と
お
り
一
八
一
九
年
頃
に
製
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
改
造
・
修
復
に
よ
り
、
現
状
は
ど
の
時
代
の
グ
ラ
ー
フ
を
反
映
す
る
楽
器
な
の
か
に
つ
い
て
解
明
が
期
待
さ
れ
、
本
節
は
そ
の
よ
う
な
期
待
に
答
え
る
意
図
を
持
っ
て
ワ
イ
ズ
の
文
献
の
デ
ー
タ
と
本
楽
器
の
測
定
デ
ー
タ
を
比
較
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
１
‐
３
　
配
弦
仕
様
の
調
査･
比
較
　
本
楽
器
の
配
弦
現
状
の
測
定
デ
ー
タ
と
ワ
イ
ズ
の
文
献
に
ま
と
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
比
較
を
行
っ
た
。
グ
ラ
ー
フ
作
と
確
か
め
ら
れ
る
楽
器
の
デ
ー
タ
は
、
彼
の
ピ
ア
ノ
の
様
式
年
代
区
分
三
期
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
　
制
作
番
号
１
０
６
８
（
一
八
二
四
〜
二
六
、
修
復
歴
有
り
）
　
制
作
番
号
１
４
３
５
（
一
八
二
六
〜
三
五
）
　
制
作
番
号
１
９
７
７
（
一
八
三
五
〜
四
一
）
の
デ
ー
タ
を
採
用
し
、
本
楽
器
と
比
較
し
た
（
図
表
１
　
配
弦
仕
様
デ
ー
タ
　
お
よ
び
　
図
表
２
　
比
較
グ
ラ
フ
　
を
参
照
の
こ
と
）。
　
な
お
張
力
は
、
全
て
の
楽
器
の
ピ
ッ
チ
を
楽
器
博
物
館
の
楽
器
の
現
状
ピ
ッ
チ
と
同
じa1
＝
四
二
〇
ヘ
ル
ツ
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
弦
の
長
さ
と
径
及
び
材
質
か
ら
算
出
し
た
値
で
、
そ
の
値
の
各
楽
器
間
の
相
対
比
較
は
、
音
量
の
相
対
比
較
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。（
な
お
制
作
番
号
１
０
６
８
、１
４
３
５
、１
９
７
７
は
、
本
楽
器
と
異
な
り
分
割
さ
れ
た
駒
の
仕
様
に
な
っ
て
い
る
た
め
、鍵
番
号
２
５(
Ｃ)
よ
り
低
音
側
を
厳
密
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。）
　
比
較
グ
ラ
フ
（
図
表
２
）
か
ら
、
次
の
こ
と
が
読
み
と
ら
れ
る
。
１
‐
３
‐
１
　
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
張
力
が
増
大
し
て
い
る
。
１
‐
３
‐
２
　
本
楽
器
は
制
作
番
号
１
０
６
８ (
一
八
二
四
〜
二
六
年
作) 
と
制
作
番
号
１
４
３
５
　(
一
八
二
六
か
ら
三
五
年
作) 
の
間
に
張
力
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
よ
り
本
楽
器
は
、
デ
ム
ス
が
伝
え
る
製
作
年
（
一
八
一
九
年
頃
）
よ
り
後
の
時
期
に
お
け
る
グ
ラ
ー
フ
の
特
徴
を
持
つ
楽
器
と
考
え
ら
れ
る
。
１
‐
４
　
ハ
ン
マ
ー
の
調
査
　
ワ
イ
ズ
の
文
献
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
数
値
デ
ー
タ
と
本
楽
器
の
測
定
デ
ー
タ
と
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
下
記
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
図
表
３
　
ハ
ン
マ
ー
の
デ
ー
タ
　
を
参
照
の
こ
と
）。
１
‐
４
‐
１
　
ハ
ン
マ
ー
シ
ャ
ン
ク
①
　
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
シ
ャ
ン
ク
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
い
え
な
い
。
②
　
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
シ
ャ
ン
ク
は
特
定
の
年
代
の
グ
ラ
ー
フ
・
ピ
ア
ノ
を
意
識
し
て
復
元
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
１
‐
４
‐
２
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
の
長
さ
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□
□
ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
①
　
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
ウ
ッ
ド
（core
）
の
長
さ
は
現
存
す
る
グ
ラ
ー
フ
の
も
の
よ
り
平
均
的
に
や
や
短
い
。
②
　
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
ス
キ
ン
は
材
質
が
ば
ら
つ
い
て
い
る
。
従
っ
て
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
可
能
性
は
低
い
と
判
断
さ
れ
る
。
１
‐
４
‐
３
　
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
の
大
き
さ
ワ
イ
ズ
の
文
献
の
二
二
〇
ペ
ー
ジ
に
　
一
八
一
一
〜
二
四
年
製
作
　
制
作
番
号
１
８
４
、
３
６
５
、
４
２
３
、
６
９
３
　
一
八
二
四
〜
二
六
年
製
作
　
制
作
番
号
１
０
１
８
　
一
八
二
六
〜
三
五
年
製
作
　
制
作
番
号
１
２
４
５
、
１
４
３
５
、
１
８
１
０
　
一
八
三
五
〜
四
一
年
製
作
　
制
作
番
号
２
４
２
０
の
計
九
台
のc
1
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
の
一
分
の
一
写
真
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
稜
線
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
に
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
と
の
正
確
な
比
較
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
は
一
八
一
一
〜
二
四
年
製
作
の
四
台
の
も
の
よ
り
大
き
く
、
二
四
〜
二
六
年
製
作
の
も
の
及
び
二
六
〜
三
五
年
製
の
二
台
（
１
４
３
５
と
１
８
１
０
）
や
一
八
三
五
〜
四
一
年
製
作
の
も
の
に
近
い
。
　
従
っ
て
本
楽
器
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
一
八
二
四
年
以
降
の
グ
ラ
ー
フ
・
ピ
ア
ノ
の
も
の
に
近
い
大
き
さ
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
グ
ラ
ー
フ
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
と
し
て
は
、
本
楽
器
の
も
の
は
や
や
大
き
い
と
言
え
る
。
１
‐
５
　
調
査
報
告
の
結
語
　
グ
ラ
ー
フ
作
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
は
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の "C
o
n
ra
d
G
R
A
F in W
ien" 
と
い
う
記
載
の
み
で
あ
り
、
右
記
の
諸
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
グ
ラ
ー
フ
作
と
断
じ
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
は
充
分
で
な
い
。
　
も
っ
と
も
、
こ
の
楽
器
を
直
ち
に
偽
作
と
断
じ
る
こ
と
は
早
急
だ
と
考
え
ら
れ
（図表２）
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ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
る
。ま
ず
、グ
ラ
ー
フ
が
例
外
的
な
作
品
を
残
し
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。ま
た
、
既
述
の
と
お
り
段
階
的
に
現
状
に
至
っ
た
楽
器
と
し
て
、
音
域
や
ペ
ダ
ル
数
な
ど
に
つ
い
て
彼
の
一
八
三
〇
年
代
以
降
の
様
式
に
近
い
こ
の
楽
器
に
、
グ
ラ
ー
フ
自
身
が
関
わ
っ
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
今
後
は
、
グ
ラ
ー
フ
作
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
の
彼
自
身
の
参
与
が
不
確
定
な
楽
器
と
し
て
、「
伝
グ
ラ
ー
フ
」
と
表
示
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。
2
　
演
奏
会
実
施
報
告
　「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
室
内
楽
演
奏
会
３
」
は
、
浜
松
市
楽
器
博
物
館
が
所
蔵
す
る
歴
史
的
ピ
ア
ノ
を
使
い
、
一
九
世
紀
序
盤
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
の
「
室
内
楽
版
」
を
含
む
演
目
が
、
こ
の
時
代
の
演
奏
習
慣
に
通
じ
た
奏
者
た
ち
（
小
倉
貴
久
子
ほ
か
）
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
前
々
年
お
よ
び
前
年
の
「
室
内
楽
演
奏
会
１
」
お
よ
び
「
同
２
」
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
演
奏
会
の
基
本
的
な
特
色
は
前
々
回
の
報
告
（『
静
岡
文
化
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
七
巻
）
に
詳
し
い
の
で
、
本
節
で
は
本
年
度
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
点
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。
　「
室
内
楽
演
奏
会
３
」
は
全
三
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
総
括
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
世
紀
の
序
盤
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
。
そ
れ
は
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
が
今
日
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
「
管
弦
楽
曲
」
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
時
代
、
そ
し
て
そ
れ
が
今
日
「
室
内
楽
曲
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
数
人
で
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
の
互
換
性
を
保
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
今
回
の
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
妻
の
作
品
は
、
そ
の
よ
う
な
「
今
日
と
違
う
」
世
界
が
「
今
日
に
近
い
」
も
の
に
切
り
替
わ
ろ
う
と
す
る
時
期
を
証
し
て
い
る
。
本
演
奏
会
シ
リ
ー
ズ
の
演
目
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
こ
の
転
換
期
に
お
い
て
大
き
く
二
つ
の
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
　
第
一
に
「
室
内
楽
と
し
て
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
が
終
焉
を
迎
え
る
。
ヴ
ィ
ー
ク
の
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
作
品
七
に
つ
い
て
は
な
お
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
五
部
用
楽
譜
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
作
品
の
創
作
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
守
っ
た
彼
女
の
未
来
の
夫
シ
ュ
ー
マ
ン
は
、
後
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
自
ら
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
（
作
品
五
四
）
に
そ
の
よ
う
な
出
版
形
態
を
用
意
し
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ラ
の
作
品
七
は
ま
だ
「
今
日
と
は
違
う
」
時
代
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
で
あ
る
が
、
ロ
ベ
ル
ト
の
作
品
五
四
は
「
管
弦
楽
と
し
て
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
で
あ
る
。
ク
ラ
ラ
の
作
品
で
は
、
豊
か
な
表
現
力
を
駆
使
す
る
数
挺
の
弦
楽
器
に
囲
ま
れ
る
だ
け
で
存
在
感
が
埋
没
し
か
ね
な
い
ピ
ア
ノ
が
、
き
ら
び
や
か
な
書
法
で
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
　
第
二
に
、
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
四
部
以
上
を
想
定
し
た
新
し
い
室
内
楽
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立
す
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
の
《
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
》
は
新
し
い
時
代
を
象
徴
す
る
作
品
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
四
部
の
た
め
の
作
品
は
こ
れ
が
最
初
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
次
の
世
代
に
与
え
た
影
響
力
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
作
品
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
最
初
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ヴ
ィ
ー
ク
の
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
と
聴
き
比
べ
る
と
、
そ
こ
で
は
ピ
ア
ノ
の
役
割
の
違
い
が
明
確
で
あ
る
。《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
に
お
い
て
、
弦
楽
器
が
止
ん
で
ピ
ア
ノ
だ
け
が
前
面
に
出
る
場
面
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、《
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
》
で
は
ピ
ア
ノ
は
む
し
ろ
弦
楽
器
書
法
の
な
か
に
と
り
こ
ま
れ
、
弦
楽
器
声
部
を
総
体
と
し
て
豊
か
に
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
現
代
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
演
奏
で
ピ
ア
ノ
が
弦
楽
器
群
に
対
し
て
圧
倒
的
な
音
量
で
迫
っ
て
く
る
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
歴
史
的
ピ
ア
ノ
を
使
う
こ
と
で
、
ま
た
そ
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
た
奏
者
が
演
奏
す
る
こ
と
で
、
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
が
鮮
や
か
に
聴
き
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
西
洋
音
楽
史
、
ピ
ア
ノ
音
楽
史
の
重
要
な
断
面
を
垣
間
見
さ
せ
る
演
目
と
と
も
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ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
曲
と
し
て
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
独
奏
曲《
謝
肉
祭
》が
演
奏
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
華
や
か
な
幕
開
け
と
し
て
今
回
の
ピ
ア
ノ
の
響
き
を
聴
き
手
に
印
象
づ
け
た
。
ま
た
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
、
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
深
い
思
索
を
湛
え
る
よ
う
な
《
協
奏
曲
楽
章
》
が
響
い
た
。
　「
室
内
楽
演
奏
会
３
」の
主
要
演
目
は
第
一
生
命
ホ
ー
ル
で
の
ラ
イ
ヴ
が
収
録
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
発
売
さ
れ
た
（「
浜
松
市
楽
器
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
一
六
　
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
妻
の
室
内
楽
」
Ｌ
Ｍ
Ｃ
Ｄ
一
八
六
八
、
詳
細
に
つ
い
て
は
「
付
録
　
演
奏
会
記
録
」
の
東
京
公
演
の
項
目
参
照
の
こ
と
）。
こ
の
Ｃ
Ｄ
に
よ
っ
て
、本
演
奏
会
の
成
果
は
こ
れ
か
ら
も
発
信
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
付
録
１
　
演
奏
会
記
録
　
ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
　
愛
、
輝
き
と
優
し
さ
（
小
岩
信
治
・
平
野
昭
監
修
「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
室
内
楽
演
奏
会
３
」）
概
要
【
演
奏
者
】
小
倉
貴
久
子
（
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
）、
桐
山
建
志
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
藤
村
政
芳
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
長
岡
聡
季
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）、
花
崎
薫
（
チ
ェ
ロ
）、
笠
原
勝
二
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
【
演
目
】
ク
ラ
ラ
・
ヴ
ィ
ー
ク
（
シ
ュ
ー
マ
ン
、
一
八
一
九
〜
九
六
）、
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
（
一
八
一
〇
〜
五
六
）
　
シ
ュ
ー
マ
ン
《
謝
肉
祭
》
作
品
九
　
ヴ
ィ
ー
ク
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》
イ
短
調
作
品
七
「
ド
イ
ツ
初
版
に
基
づ
く
室
内
楽
版
」
　
シ
ュ
ー
マ
ン
《
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
》
変
ホ
長
調
作
品
四
四
【
使
用
楽
器
】一
八
一
九
〜
二
〇
年
に
ヴ
ィ
ー
ン
の
グ
ラ
ー
フ
工
房
で
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
（
歴
史
的
ピ
ア
ノ
）。
浜
松
市
楽
器
博
物
館
蔵
【
浜
松
公
演
】
・
二
〇
〇
八
年
二
月
二
三
日（
土
）一
四
時
　
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
音
楽
工
房
ホ
ー
ル
（
座
席
数
二
二
〇
）
　（
一
三
時
一
五
分
よ
り
　
小
岩
信
治
の
プ
レ
ト
ー
ク
）
・
主
催
　
静
岡
文
化
芸
術
大
学 
文
化
・
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
浜
松
市
楽
器
博
物
館
　
後
援
　
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
、
中
日
新
聞
東
海
本
社
・
来
場
者
数
　
一
般
一
四
二
、
学
生
三
二
、
招
待
児
童
一
二
、
招
待
児
童
同
伴
者
・
同
伴
教
員
一
二
、
招
待
一
〇
。
計
二
〇
八
（
入
場
券
完
売
）
・
報
道
　『
中
日
新
聞
』
二
月
二
四
日
朝
刊
、『
静
岡
新
聞
』
二
月
二
六
日
朝
刊
【
東
京
公
演
】
・
二
〇
〇
八
年
三
月
二
日
（
日
）
一
四
時
　
第
一
生
命
ホ
ー
ル
（
座
席
数
七
六
七
）
　（
一
三
時
一
五
分
よ
り
　
小
岩
信
治
の
プ
レ
ト
ー
ク
）
・
主
催
　
静
岡
文
化
芸
術
大
学 
文
化
・
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ト
リ
ト
ン
・
ア
ー
ツ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｔ
Ａ
Ｎ
）
／
第
一
生
命
ホ
ー
ル
　
協
力
　
浜
松
市
楽
器
博
物
館
　
後
援
　
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
・
来
場
者
数
　
一
般
二
二
六
、
学
生
四
四
、
招
待
五
四
、
計
三
二
四
。
・
報
道
　『
ぶ
ら
あ
ぼ
』
二
〇
〇
八
年
二
月
号
、『
ム
ジ
カ
ノ
ー
ヴ
ァ
』
五
月
号
。
・
演
奏
記
録
　
シ
ュ
ー
マ
ン
《
謝
肉
祭
》
以
外
の
全
演
目
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
発
売
（
浜
松
市
楽
器
博
物
館
企
画
・
制
作
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
協
力
）　
収
録
曲
は
ヴ
ィ
ー
ク
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》、
シ
ュ
ー
マ
ン
《
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
》、
そ
し
て
演
奏
会
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
《
協
奏
曲
楽
章
》（J. de 
ベ
ー
ン
ハ
ウ
ワ
ー
に
よ
る
復
元
稿
、
桐
山
建
志
に
よ
る
ピ
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ク
ラ
ラ
＆
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
ア
ノ
六
重
奏
編
曲
）。「
浜
松
市
楽
器
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
一
六
　
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
妻
の
室
内
楽
」
Ｌ
Ｍ
Ｃ
Ｄ
一
八
六
八
。
【
教
育
活
動
】　
　
国
際
文
化
学
科
、
芸
術
文
化
学
科
学
生
（
一
〜
三
年
生
計
一
三
名
）
の
見
学
・
実
習
活
動
・
浜
松
公
演
、
楽
器
博
物
館
員
の
補
佐
（
二
〇
〇
八
年
二
月
二
三
日
）
・
ト
リ
ト
ン
・
ア
ー
ツ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
箕
口
一
美
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
の
意
見
交
換
（
三
月
二
日
）
・
東
京
公
演
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
ス
タ
ッ
フ
の
補
佐
（
三
月
二
日
）
・
公
演
で
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
譜
め
く
り
（
二
月
二
三
日
お
よ
び
三
月
二
日
、
一
名
）
　
片
山
泰
輔
研
究
室
の
活
動
・「
シ
ュ
ー
マ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」　
ゼ
ミ
所
属
学
生
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
、
愛
知
県
の
音
楽
大
学
で
学
ぶ
学
生
九
人
が
、
楽
器
博
物
館
見
学
、
芸
術
文
化
学
科
生
と
の
交
流
会
を
含
む
演
奏
会
訪
問
ツ
ア
ー
に
参
加
。
【
昨
年
度
の
研
究
紀
要
（
第
七
巻
）
に
掲
載
さ
れ
た
室
内
楽
演
奏
会
２
報
告
書
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
へ
の
補
足
事
項
】
「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
室
内
楽
演
奏
会
２
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
主
要
演
目
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
が
二
種
、
い
ず
れ
も
二
〇
〇
八
年
五
月
に
発
売
さ
れ
た
。
浜
松
市
楽
器
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
一
四
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
　
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
四
番
　
室
内
楽
稿
　
ワ
ル
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
」（
Ｌ
Ｍ
Ｃ
Ｄ
一
八
五
八
）
《
交
響
曲
第
二
番
》 
ニ
長
調
作
品
三
六
「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
版
」
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
四
番
》 
ト
短
調
作
品
五
八
「
原
典
資
料
に
基
づ
く
室
内
楽
稿
」
（
Ｈ
・
Ｗ
・
キ
ュ
ー
テ
ン
編
）
浜
松
市
楽
器
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
一
五
「
月
光
／
春
〜
ワ
ル
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
と
弦
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
輝
き
〜
」
（
Ｌ
Ｍ
Ｃ
Ｄ
一
八
五
八
）
《
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
〈
魔
笛
〉
の
主
題
に
よ
る
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
変
奏
曲
》 
作
品
六
六
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
》 
ヘ
長
調
作
品
二
四(
〈
春
〉)
《
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
八
番
》 
ハ
短
調
作
品
一
三
〈
悲
愴
〉　
ほ
か
こ
れ
ら
は
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月
二
一
日
号
、『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
六
月
一
二
日
号
、『
音
楽
現
代
』
二
〇
〇
八
年
六
月
号
な
ど
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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The Historical Piano used for SUAC Chamber Music Concert 3
The historical piano (K-0010) used for the third SUAC Chamber Music Concert Series has been in the posses-
sion of the Hamamatsu Museum of Musical Instruments since the museum first opened to the public. This piano
is thought to have been made by Conrad Graf around 1819-20.
When the authors of this paper consider the results of their investigation, it is difficult to confirm whether or not
Graf is the maker of this instrument. The only evidence supporting the suggestion that he is the maker is the
inscription on the nameplate, "Conrad GRAF in Wien"; this in itself is insufficient evidence to conclude that Graf
actually made the instrument.
However, this instrument should not be hastily written off as a counterfeit. It seems most appropriate, given that
Graf's participation remains unconfirmed, to label this fortepiano as an "Alleged Graf".
Shinji KOIWA
Department of Art Management, Faculty of Cultural Policy and Management
Akira HIRANO
Department of Art Management, Faculty of Cultural Policy and Management
Makoto NAKAYAMA
Tuner
Commedia dell'arte and Kyogen: two traditional styles of comedy
The purpose of this project was to put on the stage a performance of Italian Commedia dell'arte and to compare it with Japanese traditional
comedy Kyogen.  It was organized as a joint research project by three professors of Sizuoka University of Art and Culture: Kazufumi Takada,
Akihiko Senda and Naohiko Umewaka. The stage performance and symposium were open to the public and were held on September 9th 2000
in the auditorium of the University with an audience of about 320.
First the Teatro Paravento Company presented a piece of Commedia dell'arte entitled "I casi della fame e dell'amore" (The Story of Hunger and
Love),  with traditional masks and costumes.  The performance seemed to be well understood and very much appreciated by Japanese audi-
ence, even though actors spoke mainly in Italian.  This  is partly because the performers of Commedia dell'arte tend to make much use of
gestures and body languages.
Then, in the symposium,  after watching a part of Kyogen performance on the video, Takada, Umewaka and David M. Zurbuchen, leader of the
Paravento, discussed similarities and differences between two traditional styles of comedy.  During the discussion participants dealt with various
topics such as: stylization of acting, stock characters, use of masks, role of the actress,  speed and rhythm of acting, hystorical backgrounds and
developments of these two styles, etc.
Kazufumi TAKADA
Faculty of Cultural Policy and Management
Department of International Culture
